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アデン湾及びソマリア沖海賊による襲撃を阻止すべく
このBest Management Practicesは以下の関連業界団体により支持されています
1． International Association of Independent Tanker Owners (INTERTANKO)

（国際タンカー船主協会）
2． International Chamber of Shipping (ICS)

（国際海運会議所）
3． Oil Companies International Marine Forum (OCIMF)

（石油会社国際海事評議会）
4． Baltic and International Maritime Council (BIMCO)

（ボルチック国際海運協議会）
5． Society of International Gas Tanker and Terminal Operators (SIGTTO)

（国際ガスタンカー運航者および基地操業者協会）
6． International Association of Dry Cargo Ship Owners (INTERCARGO)

（国際乾貨物船主協会）
7． International Group of Protection and Indemnity Clubs (IGP&I)
（国際P&Iグループ）
8． Cruise Lines International Association (CLIA)

（国際クルーズ船舶会社協会）
9． International Union of Marine Insurers (IUMI)

（国際海上保険連合）
10． Joint War Committee (JWC)

（共同戦争委員会）
11． International Maritime Bureau (IMB)

（国際海事局）
アデン湾及びソマリア沖を航行する船舶の船主、運航者、船舶管理者、及び船長のための推奨計画および業務
目的
1． 本書の目的は船主や船舶にBest Management Practices（BMP)を提供し、アデン湾及びソマリア沖に於ける海賊による襲撃を避ける、防ぐ、もしくは遅らせることにあります。また、本書はこれら地域を通過する船舶の船主や船舶管理者のほとんどを対象としています。
2． 当該組織や団体はこれら地域の海賊襲撃を阻止すべくBMPを使用し、また他の船舶関係者への普及に努めていただきます。本書はIMO MSC Circular 623を補完するものです。
襲撃の典型例及び教訓
1． 2008年、アデン湾及びソマリア沖海賊による商船への襲撃数に著しい増加が見られました。襲撃の大半はアデン湾北部で発生しましたが、ソマリア西沖などの遠方での海賊活動も確認されています。
2． 解析の結果、以下に述べる状況が海賊により襲撃されやすいものとされています。
a. 低速度
b. 低乾舷
c. 充分な計画や手順設計の欠如
d. 目に見えて警戒や防衛体制が取れていない
e. 本船の反応が明らかに鈍い
3． 通常2隻以上の小型の高速オープンボート(最速25ノット)や、“skiffs”といった小型ボートが使用され、左舷船尾より襲撃されています。
4． 人や道具、小型の襲撃船などを積む、他のボートと比べ大きな海賊の“母艦”の存在により、岸からはるか離れた沖合での襲撃も発生、成功しています。
5． 襲撃のほとんどは明け方や暮れ方に発生しているので、それら時間帯にはさらなる警戒が必要となります。
6． 15ノット以上のスピードを出している船舶への襲撃例は現時点ではありません。
7． ハイジャックのほとんどは船員の事前の計画や訓練、受動的な防衛手段の運用により撃退されています。
BMPの運用
1． はじめに
a. 襲撃を避ける、防ぐ、もしくは遅らせる為には、都度船長による的確な判断が必要となります。このBMPに関するチェックリストは船主や運航者、船長、船員向けに作成されています。
b. これらは全船種に適応するものではありませんので、BMPのどの部分が各船舶に適しているのか判断をする必要があります。下記に述べる項目は一般に有効的なものです。
2． 通行の前に―基本計画
a. 概略
i. The Marine Time Security Centre – Horn of Africa (MSCHOA)は、アデン湾及びソマリア沖においてEUの軍隊と共に計画設計・調整する機関です。最初にUKMTO Dubaiと連絡をとることで、船の状況がMSCHOAとNaval commandersに通知され、船長と軍との間で日々の連絡が可能となります。また、本船はUKMTOにより位置や動静に関する定期的な情報更新を要求されますが、その後それらの情報は海軍に伝えられ、様々な船舶の位置関係を把握することができる仕組みとなっています。（参照：付属文書A-注解）
ii. リスクの高い海域を通行する前に、船主と船長間において、最新の情報を基に海賊の襲撃を想定し、リスクアセスメントをする必要があります。リスクアセスメントの結果、海賊による襲撃に対する防衛、軽減や回復などに関する方策を推定でき、海賊の襲撃に対する法的行為に加え、補助的方策も取り入れることが可能となるのです。
iii. 会社の危機管理は、IMOやその他業界により推奨された手順より船種に適したものを採用し、海賊からの襲撃に備えることが大切です。
iv. 本船の海賊に対する弱点を見極め、それに対する対応策などを設計するため、海軍により事前の航行プランがMSCHOAを通して求められます。MSCHOAは本船から得た情報を基に防衛策を設計し、本船の進路を追跡します。
v. 海賊による本船への乗船を防ぐため様々な策をとる必要がありますが、船員及び船客の安全は最優先されなければいけません。
b. 会社による計画作成
i. 船舶管理者、もしくは運航部の方々は、安全航行回廊(Internationally Recommended Transit Corridor - IRTC)通過の前にMSCHOAへ船舶の航行プランを届け出てください。(http://www.mschoa.org)
ii. International Ship and Port Facility Code (ISPS Code)に従い、海賊襲撃に対抗すべくShip Security Assessment (SSA)を確認し、またShip Security Plan (SSP)の実行をして下さい。
iii. 会社保安職員(Company Security Officer - CSO)は、リスクの高い海域を航行する際の緊急時対応計画が存在し、実行され、内容が充分に伝えられ、船舶保安職員(Ship Security Officer – SSO)と共に論議されているか見直すことが推奨されています。
iv. 公表されているリスクの特に高い海域に於いては充分な警戒が必要となります。
v. 航行の前に船員教育を実施してください。
vi. 会社の判断により民間のセキュリティーガードを雇用する事は認められていますが、武装したガードの雇用は推奨されていません。
vii. 監視員の数を増やすべく補足的手段の検討をお勧めします。
c. 本船船長による計画作成
i. MSCHOAへの本船航行スケジュールの登録が済みましたら、アデン湾もしくはソマリア沖を通過する3～4日前までにUKMTOへ本船の位置や航路の予定など情報の更新をしてください。
ii. 通行前に船員へ充分な情報の伝達、及び指示をしてください。
iii. 当該海域へ到着する前に行う訓練、計画の見直し、各人への職務内容の徹底、海賊襲撃を通報する警報の使用方法の熟知など、海賊緊急対応計画は、事前に講じるものとして最も効果的とされています。
iv. 船長は緊急時に通信する全ての相手先や通信内容を含んだ緊急時通信プランを作成し、常に通信パネル付近に掲示するよう推奨されています。（MSCHOA, IMB PRC, CSOの電話番号などは、付属文書B - 通信先リストを参照してください。）
v. AISポリシーについて：SOLASは状況により、船舶の危険性が高まる場合、船長がAISをオフにすることを許可していますが、アデン湾内で海軍による本船の追跡を確立するため、本船の身元、位置、針路、スピード、航行状況やその他安全に関与する情報のみに限りAISを引き続き作動させることが推奨されています。ソマリア沖に於いてはやはり船長の判断に任されますが、現段階では海軍はAISを完全にオフにすることを勧めています。この件に関してはMSCHOAに確認してください。
3． 通行プラン設計の前に
a. MSCHOAへ船の登録が済みましたら、アデン湾もしくはソマリア沖を航行する前にUKMTOへ報告してください。
b. アデン湾内
i. EUNAVFORはIRTC内を通行することを強く勧めています。西に向かう船はルートの北側を、東に向かう船は南側を航行することが推奨されています。アデン湾内の船団航行方式（Group Transit – GT）の時間やスピードの詳細はMSCHOAウェブサイトに掲載されています。
ii. 国際慣習法により、船舶への襲撃を防ぐため、イエメン軍でない国際軍がイエメン領海内に立ち入ることは不可能であるため、Yemeni TTWを航行することは避けるべきです。
iii. MSCHOAのアドバイスにより、航路の変更が求められることがあります。
iv. GTでは船舶は常に軍艦のそばにいるとは限りません。しかし、EUNAVFORの一部や、協調している軍艦など、アデン湾内全ての軍艦はアデン湾のGTの存在を把握しており、襲撃を受けやすい船舶の詳細は全て伝わっています。
v. MSCHOAは船長に対し、MSCHOAのアドバイスの下、アデン湾の最もリスクの高いエリアでは、夜間の航行プランを設計するよう強く推奨しています。夜間の襲撃の成功例はほとんどありません。
c. アデン湾以外
i. ソマリア南岸・東岸を航行し東アフリカ外の港に入港する船はマダガスカル東部に向かう、もしくは海岸から600海里以上の距離を保つ航路が薦められています。
ii. 船長は通常通りUKMTOに航路の詳細情報につき更新を行ってください。
4． 通行の前に―防衛手段
a. 配乗レベルを考慮に入れ、事前に航路が整えられ、監視役となる全船員に充分な休息をとらせ、指示を与えることが重要です。
b. アデン湾及びソマリア沖を航行する際は外部との通信(ラジオ、送受話器やAIS情報)を、最低限の防衛や、SOLAS情報などに関する通信のみに保つことをお勧めします。
c. 予備の発電機やステアリングモーターの使用などにより、迅速さや人員の余剰を確保して下さい。
d. 見張りや船橋の要員を増やして下さい。
e. エンジンルームに人員を配置して下さい。
f. 船橋、エンジンルーム、ステアリングギアルーム、船員室へ通路の安全を確保して下さい。
g. 緊急時にはVHF Ch.16 (予備 Ch.8)で軍艦へ通信ができます。
h. 倉庫内やデッキ上のラダーや舷外装具の状態を確認して下さい。
i. 船が低乾舷である場合、ガンネルの幅を厚くすることにより、フックなどの固定を防ぐことができます。
j. 本船の乗っ取りへの時間を稼ぐため、予め海賊の襲撃による船員集合場所または“citadel”を指定し、ドアをロックする方法などを確認して下さい。集合場所は外部との隔壁や舷窓より離れた場所が良いでしょう。
k. 模型など偽の監視を置くなどして、監視員の増員を装うことをお勧めします。しかしながら、船の構造により監視の行き届かない部分がセキュリティ診断により明らかとなった場合は、実際の監視員を配置しなければならない可能性があります。
l. 常に船外へ向けて使用できるよう消火ポンプ及び消火ホースを加圧しておくことが推奨されています。
m. 船員の安全と脱出手段も考慮の上、船尾や高さの低いエリア周辺にカミソリ鉄線などの障壁を作ることをお勧めします。
n. 受動防衛のための用具の使用をご検討下さい。
o. 暗闇の中で使用すべく暗視光学機器の使用をご検討下さい。
p. CCTVが積載されている場合は作動させてください。
5． 通行中―航法
a. アデン湾内のすべての船舶は、IRTCを利用し、MSCHOAウェブサイト上に掲載されているMSCHOA GTのアドバイスやスケジュールに従うことが強く推奨されています。
b. IRTC内をGTに従って航行する場合：本船の速度の限界を考慮の上、船団のスピードに従い航行して下さい。（現在のアドバイスでは、船の最大速度が16ノットの場合、2ノットを残した14ノットのスピードのGTに入ること）
c. IRTC内をGTに従わず航行する場合：リスクの高いエリアでは最大速度を維持して下さい。（現在のアドバイスでは、船の最大速度が18ノット以上の場合、GTの為に速度を落とさず、最大速度を維持すること。）
d. どの状況においても常に、海上における衝突の予防のための国際規則に従うことが義務付けられていますので、夜間ナビゲーションライトは点灯させなければなりません。Flag State Authorityの指示に従い、航行して下さい。（例えば、UKの船はMarine Guidance Notice 298に従う事）
e. 安全に必要となる場合デッキ上ライトを使用してください。船体の周りにライトを使用することで監視可能範囲を広げる事ができますが、航行の安全を第一に考えた上で使用して下さい。（現在、海軍はナビゲーションライトのみの使用を推奨しています。）
f. 海賊の母艦の写真を船橋に常時掲示し、発見次第報告して下さい。他に怪しい母艦を発見した場合もUKMTO及びIMB PRCに報告して下さい。（海賊の目撃やその他襲撃の情報を報告するための海賊報告書は付属文書Cをご参照下さい。）
g. 船長は襲撃の兆候があったらなるべく早い段階で報告すべきです。少しでも襲撃の兆候を感じたらすぐにUKMTOへ連絡して下さい。
h. 船尾では特に疑わしい船の監視を続けてください。ほとんどの襲撃は船尾甲板で発生しています。
i. 船員が不当な危険にさらされることは防がなければなりませんので、リスクの高いエリアにおいてはデッキ上の業務は必要最低限のもののみを行ってください。
j. ライト、警報装置、船員の動きなどで海賊へ既に発見済である事を警告してください。
k. その他市販の非致死性防衛機具の使用は認められていますが、本船の特性などをよく考慮した上で会社の判断でご使用下さい。
6． 海賊の襲撃に遭った場合
a. 本船の緊急時対応計画に沿って行動して下さい。
b. 緊急時通信プランを作動させ、優先順位に従い通信して下さい。
i. The UK Maritime Trade Operations (UKMTO) Dubai.

ii. The Maritime Security Centre Horn of Africa (MSCHOA).

iii. The International Maritime Bureau (IMB).

c. 船舶警報通報装置（SSAS）を作動させ、CSO及び旗国に知らせてください。
d. 船長の判断により海賊の活動するエリアに於いてAISを停止させた場合は、襲撃のあった時点でAISを起動させてください。
e. 本船の緊急時対応計画に従って非常事態警報を鳴らし、“海賊襲撃”のPA通知をして下さい。
f. VHF Ch.16(予備Ch.8は海軍により傍受)に“Mayday”の通信をして下さい。随時DSC(Digital Selective Calling)システムやインマルサット-Cを利用して救難メッセージを送信して下さい。UKMTOとの電話による通信を確立して下さい。
g. 航路の変更や加速により、Skiffを本船へ近づけないようにして下さい。これは
i. 15ノット以上のスピードを出す
ii. 早い段階でスピードを維持したまま小さなジグザグの操行をし、海賊を船首波や船尾による風や波にさらす
ことなどで、防ぐことが可能と考えられます。
h. 消火ポンプによる防衛をして下さい。
i. 船員を予め決められた集合場所、citadelに集めてください。
j. 速度を最大に保って下さい。30～40分以内に乗船が不可能な状況において海賊が襲撃をあきらめたケースが過去に多くあります。海軍が到着する前に時間を稼ぐことが出来れば多くの場合、海賊は襲撃を諦めます。
7． 海賊に乗り込まれたら
a. 海賊が船橋へ侵入してくる前に、UKMTO及びMSCHOA、時間がある場合には会社にも連絡を取ってください。
b. 決して海賊に抵抗しないで下さい。抵抗することで船員への暴力や怪我を生むことになります。
c. 船橋やエンジンルームから撤退する場合、船が他の船へ向かわないよう主機関を可能な限り停止してください。
d. 落ち着き、海賊の指示に従って行動して下さい。
e. 船橋の船員以外の全船員が1つの場所に集まるようにして下さい。
f. Citadel内にいる場合、海賊が力ずくで入る場合がありますので、内部の防衛用具やカバーなどがあることを確認して下さい。入り口、ドア、舷窓や窓などから離れ、内部への侵入に対しても抵抗しないで下さい。
8． 海軍が戦闘を開始したら
a. 戦闘中、船員はフラッシュ付のカメラで撮影しないで下さい。
b. 海軍が乗船した場合、デッキ上で低くなり、頭を両手で抑えた状態（手は何も持っていないことを示すため、必ず見える様にして下さい）になり、救助を目的とした指示のあった場合以外では急に動かないで下さい。
c. 身分証明と職位に関する質問に返答する準備をして下さい。
d. その地域の海軍の使用言語が英語とは限らないことを理解しておいてください。
BMPの更新
1. このBMPは襲撃例などを考慮し、状況に適応すべく定期的に更新されます。本書の対象となる方はBMPの更新に従って都度関連する団体へ情報を流してください。
2. ご不明な点がございましたら、MSCHOAウェブサイトに追加情報が掲載されますので参考として下さい。（この全てがリスト上の団体全てに支持されているとは限りません）
付属文書A：注解
関連団体の役割や関係について
EUNAVFOR

EUNAVFORはthe Maritime Security Centre (Horn of Africa)を組織しています。全ての情報や連絡先はMSCHOAウェブサイトに掲載されています。
MSC（HOA）Maritime Security Centre (Horn of Africa)

MSCHOAは、アフリカの角における海賊活動を目的とした欧州安全保障防衛政策の一環として欧州連合（EU）により設立され、2008年9月のEU NAVCOの設立とともに活動を開始しました。Brusselsにおけるこれら共同組織-Coordination Cellは幅広く海事社会と連携し、この地域でのEUの軍隊との共同活動を確立しています。2008年11月に欧州連合理事会はソマリア沖の治安を図るべくEU NAVFOR ATALANTAという海軍のミッションを掲げ、地域の商船の安全を護り海賊の襲撃を撲滅するにあたって大きく前進しました。
UKMTO – (UK) Maritime Trade Operations

Dubaiのthe UK Maritime Trade Operations (UKMTO)オフィスはthe Combined Military Forces(CMF)と連絡を取る事業者との接触点の役割を務めています。The Voluntary Reporting Schemeより商船はSuez と東経78度、南緯5度の間を航行中、本船の位置や次港への入港予定などの日々の報告をするよう推奨されていますが、UKMTO DubaiはそのVoluntary Reporting Schemeの運営もしています。UKMTO Dubaiはその後船を追跡し、CMFとEU本部に船舶の位置情報を送信します。また、商船の通行に影響のある情報を責任をもって短時間で送り届けるべく、それら情報は会社のオフィスではなく本船へ直接送られます。
その他の情報やthe Voluntary Reporting Schemeへの参加に関してはMTO Dubai(ukmtoduai@eimae)へメールにてご連絡下さい。
付属文書B：連絡先
	UKMTO

E-mail

電話
携帯電話
Fax

Telex
	UKMTO@eim.ae
+971 50 552 3215

+971 4 306 5710

(51) 210473

	MSCHOA

ウェブサイト上での報告
電話
Fax

E-mail
	www.mschoa.org
+44 (0) 1923 958545

+44 (0) 1923 958520

postmaster@mschoa.org

	IMB　PRC

E-mail

電話
携帯
Fax

Telex
	piracy@icc-ccs.org
+60 3 2078 5763

+60 3 2078 5769

MA34199 IMBPC1


付属文書C：フォローアップレポート―海賊襲撃の報告
1． 船名、コールサイン、IMO番号
2． 海賊警報の照会
3． 事件発生の位置、緯度、経度、エリアの名前
4． 事件の詳細
· 襲撃方法
· 疑わしい船の状態・数
· 海賊の数と大まかな描写
· 海賊の所持している武器
· その他の情報（言語など）
· 船員や船客への被害状況
· 本船への損害（本船のどの部分が攻撃されたか）
· 船長と船員のとった行動
· 事件に関し沿岸のどの機関の誰に伝えられたか
· 沿岸国の対応
5． 最後に確認された海賊や疑わしい船の動き
6． 必要な援助
7． 報告をしている船への連絡手段：coast radio station/HF/MF/VHF/インマルサットのID（ocean region codeを含む）/MMSIなど
8． 報告日時及び時間（UTC）
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